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研究報告

〔179〕炭素繊維による RC柱の巻き立て補強に

おける定着方法に関する研究

武蔵工業大学 0皆 川 勝 佐 藤 安 雄 篠 原 雅 人

奈良建設（株） 荒井忠晴

1. はじめに

現在．様々な施工環境．施工条件でのRC柱の耐震補強施工が予想され．従来の補強施工 (RC巻き立て補強，

鋼板接着工法）では対処しきれない場合も考えられることから．新しい補強工法の検討が急務となっている．

本研究では従来せん断補強材として用いられてきた＇＼はじめに．炭素繊維シート（以後 ,CFS)を曲げ補強材

として使用することを念頭に定着部のみの小型試験体の静的引張試験により定着方法の妥当性を検証し,CFS 

の柱基部への定着方法を考案した．更に， RC柱供試体を巻き立て補強し．繰り返し準静的載荷試験を行って

補強方法の有効性を調べた． 表ー 1 CFSの力学特性

2. CFSの定着方法に関する実験的検討

補強に用いたCFSの力学特性を表ー 1に示す.CFSを柱軸方向に配

置して補強する際の,CFS末靖部のフーチング墓部への定着方法について検討した．

本研究では，図ー 1のようにCFS末端部を柱面と直角方向にフーチング基部に定着
: 

する補強工法を対象としている．よって，柱変形時には．エポキシ樹脂を介し， CFS

末端部とフーチング茎祁の付着性状により柱軸方向に配置したCFSの補強効果が影
艘1111111●

響を受ける．そこで．フーチング基部にエボキシ樹脂で定着したCFSの表面に更に 図― lCFS末漏定着部

鋼板を接着し，剛性を高めることで，この部分の付着性状を良好にすることとした．

本研究で用いた供試体は柱フーチング部を想定したT型鋼部材に，柱面を想定した

鋼板をCFSにより定着させたものである．供試休製作にあたっては，鋼材表面の油

分，酸化不要面を除去，表面を研磨した後， FPプライマーを途布した．その後，常

温硬化工ボキシ樹脂（以後樹脂）を塗り CFSを貼り付けその上から樹脂を含侵さ

せた最後に定着用鋼板を，フーチング某部に付着したCFS表面に樹脂により定着

させた．供試休の隅角部では， R=lOmm以上になるようにしCFSを恰布したまた，

CFSの供試休定着部は，定着長 100mmを確保した．実験のパラメーターは，鋼板の

板厚と定着長である．そして図ー 2に示すように．万能試験慣をmいて静的引張試

験を実施した. 100 

実験結果を図ー 3に示す．付着長さが 100mmの場合，最も大ぎ

な単位幅当りの鉛直引張力を示し，付着長さが 50mmおよび

150mmの場合は，ほぼ同じような値を示している．これは.CFS 

を鉛直に引き上げた際．長さ 100mm付近を回転軸にするような力

が働くためであると考えることがでぎる．すなわち付着長さ

150mmの鋼板を接着した場合， 100mm以上に接着した鋼板が，い

わゆるてこ反力により付着力を低下させていると思われる．
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., 図ー 2 供試体設置状況
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図ー3 単位幅当り最大荷重一定着長関係

3. 柱供試休の補強と実験

補強前後の供試休の形状．配筋を図ー 4に．供試体一覧を表ー 2に示す．補強前供試体の断面は300mmX

300mm. スパンは1000mm.鉄筋比は0.95である用いたコンクリート, D10主鉄筋, D6帯鉄筋の力学特性を表
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-3に示す． 本研究では．柱基部に定着長をとり CFSの繊維方向を柱主鉄筋方向に配置

することで,CFSを補強した場合の補強効果を検討した補強にあたっては，コンクリ

ートの劣化層を除去，表面を研磨した後, FPプライマーを塗布し，乾燥後不陸修正を

行った．その後樹脂を塗り CFSを貼り付けその上から樹脂を含侵させた．柱の角隅部

／レと［ 図｀〗：豫；：
る方法である． 用いた試験機は容量440kNの電

気油圧式サーポパルサー型アクチュエータ 2機

である変位振幅は，無補強供試体の降伏変位

8yを基準とし0.58 y, 1.0 8 y, (以後0.58y刻み）

と変化させ．各3回ずつ載荷したなお，ここで

いう降伏変位とは，無補強供試体の主鉄筋が降

伏を開始するときの供試体先端での変位であり，

この時の横方向荷重を降伏荷重と呼ぷ．
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図 -S CFSの基部定着部

表ー 3 材料の力学特性
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4. 実験結果及び考察

3.oo yまでの荷重ー変位関係の一例を図

I己五竺竺竺：りり、 割程度増加している. l.Ooy以降， A・B-

typeの順にそれぞれの荷重振幅が， N-lype

のそれに近づいていくのに対し， C-lypeのそれは， 4割程度増加して

いる.A・B-typeの荷重振幅の減少は，それぞれのCFS末端定着部の

剥がれにより，柱基部への定着効果がなくなったためであり，その！

差はB-lypeのCFS末端定着部に用いた鋼板による影響である. C-lype~os 
富 ii.~=.

~ 
の場合， s.ooyに至っても定着部は健全であったが，その後定着部重

のCFSが破断して， N-lypeの場合の荷重振幅と同程度まで低下し
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図ー7 無次元化荷重振幅一載荷回数関係
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5. おわりに

炭素繊維シートを曲げ補強材として使用することを念頭に，その末端部の定着方法の検討を行った結果．本

研究の範囲内では．いわゆるてこ反力が生じにくいように配慮して．鋼板，アンカーポルトで定着部の剛性を

高めることが定着性状を良好にする上で有効であることが分かった．
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